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【要 旨】
本研究は、まず、小学校の教育課程における特別活動の意義と役割について、平成２０年３月

の小学校学習指導要領の改訂のポイント、学級経営、生徒指導及び道徳教育との関連から考察
を行った。特別活動は、小学校教育では特に重要な役割がある学級経営の充実において、学習
指導と生徒指導の両輪を結ぶ大切な領域であるであることを明らかにした。次に、特別活動の
目標の中心的な事項である「人間関係」の形成を図るための具体的な指導内容である学級活動
の「望ましい人間関係の形成」について、２つの実証的な実践研究のレビューから、学級活動
における今後の課題として「学級活動で学んだことを各教科等や朝の会等の他の教育活動で定
着を図ること」「学級活動の授業の終末における振り返りの充実」「学級活動の授業に対して児
童が意欲的に取り組めるように学級集団の状態に応じた工夫を行うこと」を明らかにした。
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１ 特別活動とは

特別活動とは、小学校、中学校、高等学校及
び特別支援学校の教育課程に設けられた領域の
一つである。例えば、小学校では、小学校の教
育課程を規定している学校教育法施行規則第５０
条に次のように定められている。

第５０条 小学校の教育課程は、国語、社
会、算数、理科、生活、音楽、図画工作、
家庭及び体育の各教科（以下この節におい
て「各教科」という。）、道徳、外国語活動、
総合的な学習の時間並びに特別活動によつ
て編成するものとする。

１） 別府大学短期大学部 ２） 杵築市立杵築小学校 ３） 大分県立別府支援学校
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内容 目標

学
級
活
動

学級活動を通して、望ましい人間関係を形成
し、集団の一員として学級や学校におけるよ
りよい生活づくりに参画し、諸問題を解決し
ようとする自主的、実践的な態度や健全な生
活態度を育てる。

児
童
会
活
動

児童会活動を通して、望ましい人間関係を形
成し、集団の一員としてよりよい学校生活づ
くりに参画し、協力して諸問題を解決しよう
とする自主的、実践的な態度を育てる。

ク
ラ
ブ
活
動

クラブ活動を通して、望ましい人間関係を形
成し、個性の伸長を図り、集団の一員として
協力してよりよいクラブづくりに参画しよう
とする自主的、実践的な態度を育てる。

学
校
行
事

学校行事を通して、望ましい人間関係を形成
し、集団への所属感や連帯感を深め、公共の
精神を養い、協力してよりよい学校生活を築
こうとする自主的、実践的な態度を育てる。

表１ 各活動・学校行事の目標

つまり、特別活動は、各教科、道徳、外国語
活動、総合的な学習の時間と並んで小学校の教
育課程を編成する領域の一つであり、他の領域
とともに小学校における教育目標を達成するた
めの重要な教育活動なのである。

２０１０年３月の小学校学習指導要領改訂では、
文部科学省は「幼稚園教育要領、小・中学校学
習指導要領等の改訂のポイント」の「３．教育内
容の主な改善事項」において、その５番目に「体
験活動の充実」を挙げ、「○ 発達の段階に応
じ、集団宿泊活動、自然体験活動、職場体験活
動などを推進（特別活動等）」として、今次の
学習指導要領の重点課題である「体験活動」の
充実を図るために、総合的な学習の時間ととも
に特別活動が重要な役割を果たしていることを
示している。

今次学習指導要領改訂の基本的考え方を示し
た２０１０年１月の中央教育審議会答申「幼稚園、
小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の
学習指導要領等の改善について」１）においては、
「子どもたちは、他者、社会、自然・環境の中
での体験活動を通して、自分と向き合い、他者
に共感することや社会の一員であることを実感
することにより、思いやりの心や規範意識がは
ぐくまれる。また、自然の偉大さや美しさに出
会ったり、文化・芸術に触れたり、広く物事へ
の関心を高め、問題を発見したり、困難に挑戦
し、他者との信頼関係を築いて共に物事を進め
たりする喜びや充実感を体得することは、社会
性や豊かな人間性、基礎的な体力や心身の健
康、論理的思考力の基礎を形成するものであ
る」２）として体験活動が子どもの社会性や豊か
な人間性、そして論理的思考力を育む基盤とな
る活動であるとし、「核家族化や都市化の進行
といった社会の変化やそれを背景とした家庭や
地域の教育力の低下等を踏まえ、学校教育にお
ける体験活動の機会を確保し、充実することが
求められている」３）と述べており、現代の子ど
もを取り巻く社会的背景の変化により特別活動
の役割がこれまで以上に重要であると述べてい
る。

特別活動は、学校教育法施行規則第５０条に示

されている順からも明らかなように、学校教育
の教育課程においては比較的重要視されてこな
かったが、昨今の子どもを取り巻く社会的背景
の急速な変化により、学校教育の中において相
対的に重要な役割を担うようになってきている
といえる。

２ 特別活動の目標

小学校における特別活動の目標は、小学校学
習指導要領（平成２０年３月告示）において次の
ように示されている４）。

望ましい集団活動を通して、心身の調和の
とれた発達と個性の伸長を図り、集団の一
員としてよりよい生活や人間関係を築こう
とする自主的、実践的態度を育てるととも
に、自己の生き方についての考えを深め、
自己を生かす能力を養う。

さらに、小学校の特別活動は「学級活動」、
「児童会活動」、「クラブ活動」、「学校行事」の
４つの内容からなるとされており、小学校学習
指導要領（平成２０年３月告示）においては、各
活動・学校行事について、次の目標がそれぞれ
示されている５）。
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これらの特別活動全体の目標と、各活動・学
校行事の目標を比較検討すると、特別活動の目
標の中心となる事項が明確になる。

つまり、５つの目標において文言まで共通し
ているのは、「自主的、実践的な態度を育てる」
ことである。これが特別活動の目標の中心とな
る事項であると考えることができる。そして、
次に「集団活動を通して」という文言である。
活動によって、「学級」、「児童会」、「クラブ」、
「学校」と特徴的な集団があることから「集団」
については名称が異なっているが、特別活動に
おいては「集団活動」によって指導を行うとい
う方法原理が示されているといえる。

さらに「望ましい人間関係」が共通している
といえる。全体の目標においては「望ましい」
は「集団活動」の前に置かれており、各活動の
目標においては「人間関係」の前に置かれてい
るという違いはあるが、これも共通していると
いえる。「自主的、実践的な態度を育てる」こ
との次に「望ましい人間関係」を形成すること
が特別活動の中心となる事項であると考えるこ
とができる。

２０１０年の小学校学習指導要領の改訂で特別活
動の目標に新たに加えられたのは「人間関係」
であった。さらに、道徳の改善を踏まえ、道徳
的実践の指導の充実を図る観点から「自己の生
き方についての考えを深め、自己を生かす能力
を養う」が加えられた。これにはキャリア教育
の観点からも加えられたと考えることができる
であろう。

また、特別活動の全体の目標を受けて、各活
動・学校行事にも目標が設定された。これもま
た、現在の特別活動の中心となる事項が「人間
関係」であることを示しており、さらには、４
つの内容ごとに目標を設定することによって、
それぞれの内容における特質のある「集団活動」
によって特別活動の目標の中心的な事項である
「自主的、実践的な態度を育てる」という方法
原理と中心的目標が明確にされているといえる
のである。

３ 特別活動の特質

特別活動は、戦前においては課外活動とさ
れ、教育課程に位置づけられた教育活動ではな
かったが、戦後の学校教育における教育課程の
基準を最初に示したと位置づけられている１９４７
年に当時の文部省が公表した学習指導要領一般
編（試案）においては、教科の一つである「自
由研究」にその原型を見ることができる６）。「自
由研究」は、次の改訂である１９５１年には廃止さ
れてしまうが、小学校においては「教科以外の
活動」、中学校及び高等学校においては「特別
教育活動」として教科の外であるが教育課程の
一つの領域として位置づけられる。１９６８年の改
訂において、それまで別の領域として定められ
ていた「学校行事等」と統合されて小学校及び
中学校においては「特別活動」という名称とな
る（ただし、高等学校においては「道徳」とい
う領域が設定されていないことから「各教科以
外の教育活動」となる）。そして、次の改訂と
なる１９７７年の学習指導要領改訂により小学校、
中学校及び高等学校において「特別活動」とな
り今日を迎えることになる７）。

現代において特別活動は、その特質として小
学校学習指導要領解説特別活動編（平成２０年８
月）で次の２点が挙げられている８）。
「第一は、集団活動を特質とすることである。

この集団は、単なる遊び仲間の集団ではない。
それぞれの集団には、活動目標があり、目標を
達成するための方法や手段を全員で考え、共通
の目標を目指して協力して実践していく集団で
ある」としている９）。これは、すなわち特別活
動における集団は、偶発的な集団である「群衆」
ではなく、共通の目標に向けて集まった「組織」
であるということである。「組織」には目標が
存在し、成員相互のコミュニケーションにより
共通の目標となり、成員一人一人が集団への規
則意識をもち、貢献しようとする。特別活動に
おける集団活動は組織的な活動であるというこ
とになる。

次に、「第二は、集団による実践的な活動を
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特質とすることである。特別活動は、集団活動
であるとともに、集団の実践的な活動でもあ
る。実践的な活動とは、児童が学級や学校生活
の充実・向上を目指して、自分たちの力で諸問
題の解決に向けて具体的な活動を実践すること
を意味している。したがって、児童の実践を前
提とし、実践を助長する指導が求められている
のであり、児童の発意・発想を重視し、啓発し
ながら、「なすことによって学ぶ」を方法原理
とする必要がある」としている１０）。これはすな
わち特別活動の方法原理とは「なすことによっ
て学ぶ」であり、児童自らが実践することで、
教師は実践がうまく進むように助言的役割をす
るということである。

４ 学級経営と特別活動

学級経営とは、「学級を教育の目的に沿って
効果的に組織し運営すること。学習指導と生徒
指導を総合し、学級内の人間関係の発展を促す
などのほか、学級の物的環境を整備するなどの
教育活動」のことである。つまり、これは学習
指導と生徒指導を車の両輪として、相互に関連
づけながら指導することにより、学級内の児童
相互及び教師と児童相互に望ましい人間関係を
構築し、教育の目的を総合的に達成させるため
に必要不可欠なことであるといえる。とりわけ
小学校においては学級担任が学習指導のほぼ全
てを担当することがほとんどであり、学級担任
の児童に与える影響が大きいため学級経営が学
習指導の正否を握る重要な役割を果たすことに
なる。

小学校学習指導要領（平成２０年３月告示）で
は、学級経営について次のように示してい
る１１）。

日ごろから学級経営の充実を図り、教師と
児童の信頼関係及び児童相互の好ましい人
間関係を育てるとともに児童理解を深め、
生徒指導の充実を図ること。

学級経営の充実がすなわち生徒指導の充実に

つながると、生徒指導の観点から学級経営の重
要性について「第一章 総則」の「第４ 指導
計画の作成等に当たって配慮すべき事項」にお
いて取り出して示しているのである。続いて、
小学校学習指導要領解説総則編（平成２０年８月）
においては、この事項に関して、「生徒指導を
着実に進める上での基盤は学級であり、学級担
任の教師の営みは重要である。学級担任の教師
は、学校・学年経営を踏まえて、調和のとれた
学級経営の目標を設定し、指導の方向及び内容
を学級経営案として整えるなど、学級経営の全
体的な構想を立てるようにする必要がある」と
している１２）。生徒指導の観点から小学校の学級
経営における学級担任の果たす役割の重要性に
ついて述べているといえる。

学級経営と特別活動との関連においては、小
学校学習指導要領（平成２０年３月告示）の「第
６章 特別活動」の「第３ 指導計画の作成と
内容の取り扱い」で〔学級活動〕の配慮事項と
して、次のように総則と同様の文言で重ねて示
している１３）。

学級経営の充実を図り、個々の児童につい
ての理解を深め、児童との信頼関係を基礎
に指導を行うとともに、生徒指導との関連
を図ること。

まさに「このことは、学級経営の充実のため
に、児童によりよい生活づくりや人間関係づく
り、日常の生活や学習への適応などを内容とす
る特別活動が重要な役割を果たすことを示した
もの」である１４）。

５ 生徒指導と特別活動

生徒指導とは、生徒指導提要１５）において、
「一人一人の児童生徒の人格を尊重し、個性の
慎重を図りながら、社会的資質や行動力を高め
ることを目指して行われる教育活動のこと」で
あり、「教育課程の内外において一人一人の児
童生徒の健全な成長を促し、児童生徒自ら現在
及び将来における自己実現を図っていくための
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自己指導能力の育成を目指す」ものであるとさ
れている１６）。この生徒指導に係る定義をみる
と、生徒指導という教育活動が目指すものと特
別活動の目標をほぼ重なるものであり、「学級
活動などの特別活動は、集団や社会の一員とし
てよりよい生活や人間関係を築き、人間として
の生き方について自覚を深め、自己を生かす能
力を養う場であり、生徒指導のための中核的な
時間となると考えられます」１７）と述べられてい
るように、特別活動は、教育課程内で生徒指導
を行うための領域であるとも考えられる。先に
述べたように、学習指導と生徒指導が学級経営
の車の両輪であるならば、まさに学習指導と生
徒指導という車の両輪をつなぐ車軸のようなも
のである。

６ 道徳教育と特別活動

道徳教育については、小学校学習指導要領
（平成２０年３月告示）の「第１章 総則」の「第
１ 教育課程編成の一般方針」の「２」に示さ
れているが、その最終段落においては次のよう
に示されている（下線は筆者が付した）１８）。

道徳教育を進めるに当たっては、教師と児
童及び児童相互の人間関係を深めるととも
に、児童が自己の生き方についての考えを
深め、家庭や地域社会との連携を図りなが
ら、集団宿泊活動やボランティア活動、自
然体験活動などの豊かな体験を通して児童
の内面に根ざした道徳性の育成が図られる
よう配慮しなければならない。その際、特
に児童が基本的な生活習慣、社会生活上の
きまりを身に付け、善悪を判断し、人間と
してしてはならないことをしないようにす
ることなどに配慮しなければならない。

また、前掲書の「第３章 道徳」の目標の後
段は次のように示されている（下線は筆者が付
した）１９）。

道徳の時間においては、以上の道徳教育の
目標に基づき、各教科、外国語活動、総合
的な学習の時間及び特別活動における道徳
教育と密接な関連を図りながら、計画的、
発展的な指導によってこれを補充、深化、
統合し、道徳的価値の自覚及び自己の生き
方についての考えを深め、道徳的実践力を
育成するものとする。

前述したように、「第１章 総則」における
「教育課程編成の一般方針」で示されている道
徳教育の方針や、「第３章 道徳」で示されて
いる目標を見ると、特別活動で示されている目
標と同じ文言が示されていると同時にその方法
においても体験活動という特別活動で重視され
ている方法と共通になっている。道徳教育は、
当然、学校の教育活動全体を通じて行うもので
あり、各教科、外国語活動及び総合的な学習の
時間と密接な関連を図りながら進めていくもの
であるが、とりわけ特別活動との連携は必須の
ものと考えることができる。これは「同学年や
異学年の友達、地域や施設などの多様な人々、
自然などとふれあう特別活動における望ましい
集団活動や体験活動が、道徳性を養うための重
要な場になっている」２０）からである。つまり道
徳の時間などに資料や読み物をとおして考えた
ことを、特別活動の集団活動や体験活動で実践
して振り返ることができるからである。特別活
動が「なすことによって学ぶ」という方法原理
をもっているからこそ、道徳の時間などで学ん
だことをさらに補充、深化、統合できるともい
えるのである。

７ 学級活動とは

これまでみてきたように、特別活動は小学校
教育では特に重要な役割がある学級経営の充実
において、学習指導と生徒指導の両輪を結ぶ大
切な領域である。この特別活動の内容の一つで
ある「学級活動」は、小学校学習指導要領（平
成２０年３月告示）の「第６章 特別活動」の「第
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３ 指導計画の作成と内容の取り扱い」の〔学
級活動〕の配慮事項が総則と同様の文言で重ね
て示されているように学習指導と生徒指導の両
輪を結ぶ領域の中心的な役割を担うと考えても
よい。

その学級活動では、小学校学習指導要領（平
成２０年３月告示）において、いずれの学年にお
いても取り扱う内容を〔共通事項〕として、「⑴
学級や学校の生活づくり」と「⑵ 日常の生活
や学習への適応及び健康安全」の二つを次のよ
うに示している２１）。

〔共通事項〕
⑴ 学級や学校の生活づくり

ア 学級や学校における生活上の諸問題
の解決

イ 学級内の組織づくりや仕事の分担処
理

ウ 学校における多様な集団の生活の向
上

⑵ 日常の生活や学習への適応及び健康安
全

ア 希望や目標をもって生きる態度の形
成

イ 基本的な生活習慣の形成
ウ 望ましい人間関係の形成
エ 清掃などの当番活動等の役割と働く

ことの意義の理解
オ 学校図書館の利用
カ 心身ともに健康で安全な生活態度の

形成
キ 食育の観点を踏まえた学校給食と望

ましい食習慣の形成

「⑴ 学級や学校の生活づくり」の活動は、
「教師の適切な指導の下に、児童自らが楽しく
充実した学級や学校の生活をつくっていくこと
を内容」であり、「児童の発意、発想から様々
な活動が生まれ、学級や学校の生活を向上させ
ようとする活動へと広がっていく過程で児童一
人一人に自主性や社会性、集団の一員としての
責任感などについて実践を通して育てるととも

に、望ましい人間関係を築こうとする態度を形
成する」活動である２２）。つまり、教師が助言的
な指導をしつつも、児童の話し合い活動を中心
にして主として学級の運営を児童が主体となっ
て進めようとする内容である。

それに対して「⑵ 日常の生活や学習への適
応及び健康安全」は「日常の生活や学習への適
応及び健康や安全に関するもので、児童に共通
した問題であるが、個々に応じて実践されるも
の」であって、「児童の共同の問題として取り
上げ、協力して実践する「⑴ 学級や学校の生
活づくり」との違いを踏まえて、教師が意図的、
計画的に指導する必要がある」内容である２３）。
つまり、児童主体の活動であることは確かであ
るが、⑴の内容に比べると、教師が主導的役割
をもって計画的に指導することで、児童個々が
実践的活動を行うという内容となる。

この「⑵ 日常の生活や学習への適応及び健
康安全」の「ウ望ましい人間関係の形成」は、
前にもみたように特別活動の全体の目標と各活
動の目標に共通に示されており、特別活動の中
心的な目標を達成するための内容となってい
る。小学校学習指導要領解説特別活動編（平成
２０年８月）では、「具体的な指導内容としては、
友達と仲よく、仲直り、男女の協力、互いのよ
さの発見、違いを認め合う、よい言葉や悪い言
葉、親友をつくる、などが考えられる」と示し
ており、さらに「望ましい人間関係の形成の指
導として、社会的スキルを身に付けるための活
動を効果的に取り入れることも考えられる」と
も示している２４）。前者においては、例えば構成
的グループエンカウンターのような心理カウン
セリングの技法を取り入れたエクササイズと振
り返りにより自己開示を進め円滑な人間関係を
育てる活動を指していると考えられる２５）。後者
においては、例えばソーシャルスキル教育のよ
うに、話の聴き方や質問の仕方など、良好な人
間関係を形成し、それを維持していくために必
要な知識と具体的なコツや技術を教える活動を
指していると考えられる２６）。
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群 得点 児童の心理状態
学
級
生
活
満
足
群

「承認得点」
が高く、かつ
「非侵害・不
適応得点」は
低い

不適応感やトラブルも少な
く、学級生活等に意欲的に取
り組めている児童である。

非
承
認
群

「承認得点」
が低く、かつ
「非侵害・不
適応得点」も
低い

不適応感やいじめ被害を受け
ている可能性は低いが、学級
内で認められることが少な
く、自主的に活動しようとい
う意欲が乏しい児童である。

侵
害
行
為
認
知
群

「承認得点」
が高く、かつ
「非侵害・不
適応得点」も
高い

対人関係でトラブルを抱えて
いるか、自主的に活動してい
るが自己中心的な面があり、
他の児童とトラブルを起こし
ている可能性が高い児童であ
る。

学
級
生
活
不
満
足
群

「承認得点」
が低く、かつ
「非侵害・不
適応得点」は
高い

いじめや悪ふざけを受けてい
る、不適応になっている可能
性の高い児童で、学級の中で
自分の居場所を見いだせない
でいる児童である。いじめ被
害の可能性や不登校にいたる
可能性が高い児童とも考えら
れる。

表２ 「学級満足度尺度」による４つの群

８ 学級活動における実践研究

そこで、本稿では特別活動の学級活動「⑵
日常の生活や学習への適応及び健康安全」の「ウ
望ましい人間関係の形成」において、児童理解
の方法として Q-U アンケートを行った上で、
構成的グループエンカウンター（以下、SGE）
を用いて、学級集団の望ましい人間関係の形成
を図った実践研究（以下、実践研究Ⅰ）２７）と、
同様に Q-U アンケートを用いて児童理解を図
り、その実態に応じたソーシャルスキル教育
（以下、SSE）を行った実践研究（以下、実践
研究Ⅱ）２８）を比較検討し、特別活動の学級活動
「⑵ 日常の生活や学習への適応及び健康安
全」の「ウ望ましい人間関係の形成」の実践的
課題を明らかにすることによって、今後の特別
活動の学級活動の実践に資する知見を提供した
い。

⑴ Q-Uアンケートとは
Q-U アンケート（「楽しい学校生活を送るた

めのアンケート（QUESTIONNAIRE-UTILI-
TIES）」）とは、教師の日常観察や面接法によ
る児童理解の限界を補い、児童個々の状態およ
び学級の状態を理解するための客観的で多面的
な資料を提供することをめざした診断尺度であ
り、河村２９）によって開発された。Q-U アン
ケートには、「やる気のあるクラスをつくるた
めのアンケート（学校生活意欲尺度）」と「居
心地のよいクラスにするためのアンケート（学
級満足度尺度）」の２つがある。

「学校生活意欲尺度」とは、学校・学級の生
活集団ないし諸活動に対する帰属感や満足感な
どを要因とする児童の心理状態をいう。ヒスト
グラムと学校生活意欲プロフィールが得られ
る。

「学級満足度尺度」とは、児童が自分の存在
や行動が級友や教師から承認されているか否か
を示す「承認得点」と、不適応感やいじめ・冷
やかしなどを受けているかを示す「非侵害・不
適応得点」の２つの得点から、児童の学級生活

における満足度を測り、それぞれの得点を全国
平均値と比較して４つの群に分類するものであ
る（表２）。児童一人一人のそれぞれの得点を、
「承認得点」を縦軸とし、「非侵害・不適応得
点」を横軸としたグラフの上にプロットした図
のことを「Q-U プロット図」という。

Q-U アンケートの結果に基づいて適切に対
応することで、不登校やいじめ、学級崩壊など
の問題の予防につながることが期待される３０）。

⑵ 実践研究Ⅰ「一人一人の児童が互いに認め
合う集団を目指して～構成的グループエン
カウンターとQ-Uを用いた学級活動」

本研究は、「的確な学級集団の実態把握に基
づいた構成的グループエンカウンターによる学
級活動を実施することで、より良い人間関係を
築こうとする実践的な態度を育てることができ
るだろう」という研究仮説に基づいて行われた。
大分県内の小学校第４学年２７名の児童に対し
て、学級活動の時間に SGE を４５分×３回実施
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した。事前の Q-U アンケートから子どもの得
点の分布が学級生活満足群に集まりルールとリ
レーションの確立した親和的な学習集団である
ことが分かったが、学級不満足群に３人、非承
認群に３人と２割の児童が何らかの理由で学級
に対して満足していないことも分かったことか
ら、エクササイズは、研究の実施者と対象と
なった学級の担任で協議を行った。「してあげ
た、してもらったこと；児童に今までの学校や
生活の経験の中から「してもらった」「してあ
げたこと」を思い出させ、ワークシートに記入
させる。対象は「友達」「家族」「先生」などだ
れでもよい。」、「信頼タッチ；２人組になって
目をつぶり、視覚が無い状態でタイミングを合
わせながらタッチをする」、「？？？さんからの
手紙；学級の児童全員に、１０枚のカードを配
り、これまでの学校生活の中で気づいた学級の
メンバーの親切や良い行いを褒める手紙を書
く」を選定した。SGE の実践の事前及び事後
に Q-U アンケートを実施して、SGE による指
導の効果を検証した。

その結果、「学校生活意欲尺度」の学校生活
意欲総合点の平均については指導前後に有意差
が認められるほどの変化はなかった。「学校生
活意欲尺度」のヒストグラムについては分布に
有意差が認められる変化がないのは同様だった
が、１２点から１５点間の２名が減少し、全体的に
高意欲群に移行する傾向がみられた。「学級生
活満足尺度」においては、分布状況に変化がみ
られた。学級生活満足群・非承認群の人数が減
少し、全く該当者がいなかった侵害行為認知群
に５人の移行が見られた。Q-U プロット図の
分布が横型となったことから、児童間の活動意
欲の向上は見受けられるが、基本的な学級の
ルールが希薄になり児童間のトラブルが増える
可能性が高くなる分布となった。リレーション
の確立を優先したエクササイズを集中的に実施
した本研究の指導によって、事前の Q-U アン
ケートの時点では、対象クラスの中で定着して
いたルールが希薄になってしまった。望ましい
学級集団の状態とは、Q-U プロット図では、
学級内のすべての子どもたちが学級生活満足群

に入っている状態である。リレーションの形成
が不十分であるからといってリレーションのみ
に焦点化したエクササイズを行う一方で、学級
集団のルールを維持することも常に留意してお
かねばならないことが分かったとしている。

⑶ 実践研究Ⅱ「小学校におけるソーシャルス
キル教育の実践と効果」

本研究は、「ソーシャルスキル教育を活用し
た特別活動の学級活動を行うと、児童の良好な
人間関係を形成し、それを維持するために必要
な知識・技術の定着を図ることができるであろ
う」という研究仮説に基づいて行われた。大分
県内の小学校第３学年２８名の児童に対して、学
級活動の時間に SSE を４５分×３回実施した。
ターゲットとしたソーシャルスキルは、事前の
Q-U アンケートの「学級満足尺度」の結果を
基に、研究の実施者と対象となった学級の担任
で協議を行い、「集団の一員として生活するう
えで基本になる聴き方というスキルを、三つの
ルールを明確化した活動を通して、あらためて
身につける」「適切な質問の仕方を身につけ、
相手にいい気持ちで協力してもらえるようにな
る」「相手の気持ちや立場を尊重しながらお願
いする方法を身につけ、頼みを聞き入れてもも
らうことのありがたさを知る」とした。SSE
の実践の事前及び事後に Q-U アンケートを実
施して、SSE による指導の効果を検証した。

その結果、「学校生活意欲尺度」の学校生活
意欲総合点の平均、ヒストグラム及び「学級満
足度尺度」の分布状況ともに指導の前後におい
て有意差が認められるほどの変化はなかった。
つまり、本研究での SSE の実践では Q-U アン
ケートで検出できるほどの効果はなかったとい
うことである。そこで、本研究では「学校生活
意欲尺度」における学校生活意欲総合点につい
て個々の児童ごとに事前事後の比較し、SSE
の指導前後における学校生活意欲総合点の差が
＋５以上及び－５以下の児童である３名及び２
名を抽出して、このような有意な変化が認めら
れた理由について考察している。最終の授業で
用いたワークシートの振り返り欄の記述された
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文章の文節数の多さ及び内容を分析したとこ
ろ、＋５の児童３名は、他の児童に対して有意
に多い文節数の文章を記述し、内容においては
ターゲットスキルを具体的に書いていた。この
ことから SSE の指導に高い意欲をもって参加
して、授業でのターゲットスキルが意識できる
児童には効果があることが分かったとしてい
る。そのためには、SSE におけるインストラ
クションやモデリングの際に、児童たちに十分
に自分の役割や活動の仕方を考えさせる時間を
取り、児童自身が活動に意欲をもつことが重要
であるとしている。

⑷ 考察
「実践研究Ⅰ」及び「実践研究Ⅱ」はともに、

特別活動の学級活動「⑵ 日常の生活や学習へ
の適応及び健康安全」の「ウ望ましい人間関係
の形成」において、Q-U アンケートを児童理
解として実施し、SGE または SSE を学級活動
の授業として４５分×３回の指導を行っている。
また、Q-U アンケートを指導の事前事後に２
回実施することで、指導の効果を検証してい
る。

結果は「実践研究Ⅰ」及び「実践研究Ⅱ」は
ともに、学級集団全体に大きな変化は見られな
かった。しかし、個々の児童を分析すると「望
ましい」変化を見せている児童が少なからず存
在することが分かっている。これは学級集団全
体に変化を及ぼす前の萌芽とも考えられる。そ
こから「望ましい」変化を学級全体へ広げるた
めの課題も明らかになってくる。

それは第一に、学級活動で学んだことを各教
科等や朝の会等の他の教育活動で定着を図るこ
とである。実践研究では３回の指導しか行って
いない。しかし、わずか３回の指導とはいえ、
学級活動は各学年における総授業時数を３５時間
としており、この授業時数から考えると一定の
時間数の指導を行っているといえる。つまり指
導の回数を増やせば解決するというのではな
く、学級活動で学んだことを他の教育活動の時
間で使う機会を意図的かつ計画的に設けること
で指導の効果を高めることである。つまり学級

経営の中にこれらを計画的に取り入れておくと
いうことである。

第二に、学級活動の授業の終末における振り
返りの充実である。SGE では活動の一つとし
てエクササイズを実施時に感じたことや心の動
きを、グループの中で話し合わせたり、振り返
りカードに記入させたりするシェアリングがあ
る。SSE では子どもが実行したスキルに対し
て、適切である場合はほめて、不適切である場
合には修正を加え、さらに、子どもたちがスキ
ルを実行してみようとする動機を高めるフィー
ドバックがある。シェアリングやフィードバッ
クから授業で達成できたことやできなかったこ
とを児童に自覚的に意識させて他の教育活動の
時間にこれらの指導の成果をつなげていくこと
である。

第三に、限られた回数の指導で効果を一層高
めるために、学級活動の授業に対して児童が意
欲的に取り組めるように学級集団の状態に応じ
た工夫を行うことである。Q-U アンケートを
活用して、学級集団の状態に応じた SGE のエ
クササイズや SSE のターゲットスキルを選定
し、SGE や SSE がもともと備えている実際に
身体を動かして体験することによって学習成果
を得るという特性を活用した指導を行うことに
より、児童が意欲的に分かりやすく学ぶことが
できるのである。

９ まとめ

本稿では、前半において小学校の教育課程に
おける特別活動の意義と役割について、平成２０
年３月の小学校学習指導要領の改訂のポイン
ト、学級経営、生徒指導及び道徳教育との関連
から考察を行った。特別活動は小学校教育では
特に重要な役割がある学級経営の充実におい
て、学習指導と生徒指導の両輪を結ぶ大切な領
域であるであることを明らかにした。後半にお
いては、特別活動の目標の中心的な事項である
「人間関係」の形成を図るための具体的な指導
内容である学級活動の「望ましい人間関係の形
成」について２つの実証的な実践研究が明らか
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にした知見から学級活動における今後の課題を
明確にした。

日本社会の中で子どもを取り巻く環境は一層
激しい変化を見せている。このような社会に対
応できる「生きる力」を育むためには、多様な
集団による活動を計画的に実践することがで
き、「なすことによって学ぶ」という方法原理
によって体験的に学習の深化を図る特別活動が
一層重視されることは確実である。これからの
小学校教育の中で重要な役割を担う特別活動に
おいてその中心となる内容の学級活動で、本研
究で明らかにした課題の解決を目指すことによ
り、「望ましい人間関係の形成」を図る指導が
一層充実するであろう。
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